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一
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検
梅
医
・
松
山
不
苦
庵
の
足
跡
中
西
淳
朗

帰
一
、
ド
イ
ツ
自
然
研
究
者
お
よ
び
医
師
協
会
の
一
七
五
年
（
二
）

第
ｌ
専
門
・
分
科
化
と
ア
マ
ル
ガ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
二
十
世
紀

巻５

小
原
正
明

４第
十
一
月
例
会
休
会
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来
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本日 608

宇
和
島
市
医
師
会
医
学
史
編
集
委
員
会
（
清
水
英
）
著

「
宇
和
島
藩
医
学
史
」

宇
和
島
に
は
膨
大
な
藩
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
司
馬
遼
太
郎
著

『
花
神
」
の
一
節
に
こ
う
あ
り
ま
す
。
「
蘭
学
は
宇
和
島
と
い
う
評
判
が

す
で
に
先
代
藩
主
の
伊
達
宗
紀
の
と
き
か
ら
世
に
ひ
び
い
て
い
た
」
と

、
シ
一
○

〔
自
由
論
題
〕

民
の
記
し
た
英
語
ｌ
庶
民
の
好
奇
心
河
元
由
美
子

（
問
い
合
せ
盃
○
三
‐
三
八
九
一
‐
六
○
六
○
松
木
英
治
）

例
合
筐
陣
隣
」

本
書
は
宇
和
島
藩
庁
伊
達
家
資
料
で
あ
る
「
家
中
由
緒
害
」
お
よ
び

「
記
録
害
抜
伊
達
家
御
歴
代
事
記
」
を
活
用
し
て
、
そ
の
藩
医
の
生
活

史
を
克
明
に
記
述
し
た
。
宇
和
島
を
中
心
と
し
た
四
国
西
南
地
域
を
カ

バ
ー
す
る
地
域
医
学
史
が
、
宇
和
島
医
師
会
設
立
五
十
周
年
を
期
に
刊

行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
約
三
百
年
に
近
い
藩
政
時
代
を
通
じ
て
、
藩
医
を

中
心
に
ま
と
め
た
も
の
は
全
国
的
に
珍
し
い
。

本
書
は
三
部
構
成
で
、
第
一
篇
「
宇
和
島
藩
医
学
史
概
説
」
で
は
、

藩
主
の
治
世
年
代
別
に
藩
医
及
び
そ
の
子
弟
の
生
活
史
が
克
明
に
記
述

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
藩
の
医
学
教
育
や
医
療
政
策
防
疫
活
動
が
具
体
的

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
第
九
章
の
「
宇
和
島
藩
の
種
痘
と
コ
レ

ラ
防
疫
」
は
第
一
篇
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
部
分
で
あ
る
。
日
本
史
的
に
み

て
最
も
早
い
時
期
で
の
種
痘
（
牛
痘
）
の
実
施
と
藩
の
積
極
的
支
援
の
記

録
、
ま
た
コ
レ
ラ
防
疫
に
お
い
て
は
最
も
先
端
的
な
当
時
の
蘭
方
医
学

と
従
来
の
漢
方
医
学
と
の
結
合
に
よ
っ
て
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
上
げ
た

こ
と
に
よ
り
、
宇
和
島
藩
の
医
学
の
特
色
を
描
き
出
し
て
い
る
。

第
二
篇
「
医
家
列
伝
」
で
は
、
藩
医
と
し
て
代
々
続
い
た
八
家
と
十

四
人
の
医
師
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
医
師
の
全
体
的
人
間
像
を
描
く
こ

と
に
視
点
が
お
か
れ
、
そ
の
為
に
家
譜
の
研
究
や
、
特
定
の
医
師
に
つ

い
て
は
墓
所
の
発
見
と
墓
石
の
石
碑
文
の
解
読
に
よ
っ
て
生
活
史
が
明

ら
か
に
な
っ
た
も
の
が
多
い
。
高
野
長
英
を
宇
和
島
に
伴
っ
た
富
沢
礼

中
、
宇
和
島
か
ら
初
め
て
適
塾
に
入
門
し
た
林
玄
中
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に

学
ん
だ
二
宮
敬
作
な
ど
が
特
筆
さ
れ
る
。

第
三
篇
「
総
合
医
学
史
ノ
ー
ト
」
で
は
編
集
者
の
研
究
の
集
積
を
整

理
し
、
世
界
医
学
史
の
知
識
を
念
頭
に
お
い
て
郷
土
の
医
学
史
を
考
え
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わ
が
国
へ
の
牛
痘
接
種
法
の
伝
来
に
は
、
松
前
地
方
に
移
入
さ
れ
た

北
方
系
と
、
長
崎
に
移
植
さ
れ
た
南
方
系
の
二
系
統
が
あ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
北
方
系
種
痘
を
つ
た
え
た
の
が
中
川
五
郎
治
で
あ

り
、
そ
れ
は
南
方
系
に
先
立
つ
こ
と
二
五
年
ほ
ど
早
い
時
期
で
あ
っ
た
。

て
い
る
。
年
表
の
解
説
の
形
で
幕
末
に
は
宇
和
島
の
医
学
史
と
の
接
点

を
書
き
入
れ
て
あ
る
。

そ
の
他
、
宇
和
島
藩
の
表
題
で
あ
る
が
、
文
化
交
流
の
多
か
っ
た
近

隣
の
大
洲
藩
、
吉
田
藩
の
医
師
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
時

代
的
に
幕
末
に
止
ま
ら
ず
明
治
初
期
の
宇
和
島
藩
の
医
療
事
情
を
述

べ
、
日
本
の
医
学
が
漢
方
医
学
↓
蘭
方
医
学
↓
ド
イ
ツ
医
学
へ
と
接
続

す
る
経
過
を
郷
土
史
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
明
治
期
に
日
本
医
学
会
で

活
躍
し
た
八
島
星
海
、
谷
口
長
雄
に
つ
い
て
記
述
し
た
。

執
筆
者
の
清
水
英
先
生
は
多
忙
な
内
科
開
業
医
を
続
け
な
が
ら
、
資

料
の
整
理
、
編
集
、
校
正
等
を
殆
ん
ど
一
人
で
仕
上
げ
ら
れ
た
ば
か
り

で
な
く
、
特
に
藩
医
の
墓
石
調
査
の
為
、
宇
和
四
郡
の
数
十
戸
の
寺
を

め
ぐ
り
、
今
ま
で
所
在
不
明
の
六
名
の
墓
所
を
発
見
す
る
な
ど
、
本
書

の
完
成
ま
で
に
傾
注
さ
れ
た
努
力
は
、
全
く
敬
服
の
ほ
か
は
な
い
。

（
宇
和
島
市
医
師
会
萩
山
正
治
）

〔
本
書
を
ご
希
望
の
方
は
宇
和
島
市
医
師
会
宛
に
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ

れ
ば
、
定
価
千
円
（
消
費
税
な
し
）
で
購
入
出
来
ま
す
。
残
四
百
部
、
四

六
判
、
二
四
六
頁
、
平
成
十
年
七
月
刊
〕

松
木
明
知
編
著

『
中
川
五
郎
治
書
誌
」

そ
の
中
川
五
郎
治
に
つ
い
て
、
著
者
は
医
学
部
の
学
生
時
代
か
ら
研
究

に
取
り
組
み
は
じ
め
、
そ
の
方
面
の
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
阿
部

龍
夫
氏
か
ら
関
連
資
料
を
恵
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
数
々
の
教
示
と
激

励
を
う
け
な
が
ら
、
以
来
三
七
年
に
わ
た
っ
て
鋭
意
研
究
を
つ
づ
け
て
、

お
お
く
の
新
知
見
を
え
て
い
る
。
こ
の
間
に
自
ら
が
収
集
し
た
五
郎
治

に
関
す
る
基
本
的
史
料
を
は
じ
め
、
他
の
お
お
く
の
著
者
た
ち
の
論
文

を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

著
者
は
先
年
「
中
川
五
郎
治
研
究
文
献
目
録
」
と
題
し
て
『
北
海
道

医
事
文
化
史
料
集
成
」
上
巻
に
、
七
四
篇
の
論
考
を
ま
と
め
て
収
録
し

た
。
そ
の
さ
い
「
編
者
未
見
の
文
献
も
、
こ
れ
以
外
に
少
な
く
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
後
日
の
完
壁
を
期
し
て
一
応
未
定
稿
と
し
て
お
く
」

と
後
日
の
完
成
に
望
み
を
託
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
さ

ら
に
お
お
く
の
史
料
を
収
集
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
念
願
が
か
な
っ
て

今
回
の
こ
の
編
著
に
は
阿
部
龍
夫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
七
二
名
と
、
北

海
道
医
師
会
な
ど
五
機
関
の
手
に
よ
る
一
三
八
篇
の
論
文
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
著
者
が
い
う
「
中
川
五
郎
治
に
興
味
を
持
っ

た
人
が
さ
ら
な
る
研
究
を
行
う
た
め
、
資
料
や
研
究
文
献
を
求
め
る
際

の
便
を
企
て
る
た
め
で
あ
る
」
（
は
じ
め
に
）
と
い
う
目
的
は
十
分
は
た

さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
今
後
は
本
書
を
参
考
に
し
な
い
中
川
五
郎
治
の

研
究
は
あ
り
え
な
い
・

本
書
の
構
成
を
み
れ
ば
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
五
郎
治
の
単

な
る
文
献
集
で
は
な
い
。
著
者
名
、
書
名
あ
る
い
は
論
文
名
、
発
表
誌

名
あ
る
い
は
発
行
所
名
を
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
ん
の
二
、
三
行
で

は
あ
っ
て
も
、
か
な
ら
ず
適
切
な
評
価
が
書
き
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
。


